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1． はじめに 

近年、非平衡大気圧プラズマ(NEAPP)の生物

学的応用について多くの研究がされており、最

も注目されている NEAPP の利用の一つには医

療応用がある。我々の先行研究では、NEAPP中

の電気的中性なラジカル種のみを照射できる非

平衡大気圧ラジカル源を用いてマウス胎児線維

芽細胞 NIH3T3 を処理した。その結果、線維芽

細胞の増殖が促進し、ラジカル源から照射され

る NO•のドーズ量に依存したことから NO•が気

相中の増殖促進種と特定された。[1]しかしなが

ら、ラジカル源から照射された NO•が液相中を

拡散して直接細胞の増殖を促進するか、または

液相中で他の活性種と反応した後に線維芽細胞

に影響するかは未解明であった。本研究では、

ラジカル源から照射された NO•の線維芽細胞の

増殖促進における液相中での寄与を評価した。 

2． 実験方法 

NO•の照射には、非平衡大気圧ラジカル源

(Tough Plasma, FPA10, Fuji Co., Ltd.)を用いた。

[2]NO•の消去剤である c-PITO(100 μM)を含む、

または含まない細胞懸濁液の 3 mL を直径 38 

mmのディッシュに入れ、ラジカル源の照射口

から 10 mm の位置に設置し、10~30 秒間処理

した。ラジカル処理した細胞懸濁液を回収し、

上澄みを捨てて細胞培養液に再懸濁し、1.0×

105 cells/mLの濃度に調整した。濃度調整され

た細胞懸濁液を96-wellプレートに160 µLずつ

播種し、37 ℃、CO2濃度 5%で 24時間培養し、

MTS アッセイにより、細胞生存活性の評価を

行った。ラジカル未照射の線維芽細胞が示す吸

光度に対するラジカル処理した線維芽細胞の

吸光度の比によって、細胞生存率を算出した。 

3． 実験結果 

図 1 より、c-PTIO を含まない線維芽細胞懸

濁液を処理した場合、15 s照射にて約 36%の増

殖促進効果があった。一方、c-PTIO を含む細

胞懸濁液に対してラジカルを照射した場合、増

殖促進効果が低下し、15 s 照射でも促進率が

13%にとどまった。この結果は、ラジカル源に

て液相中に生成される NO•が c-PTIOにて消去

され、増殖促進効果が低下したことを示唆する。 

 
図 1 c-PTIOを含む、または含まない細胞懸

濁液への NO•照射による増殖促進効果 
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